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－「絵本に曲を作ろう」という音楽授業の分析を通して－
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抄録：本論の研究目的は、知的障害のある青年達の曲づくりに見られるコミュニケーションの過程と、成立条件を明らかに
することである。研究方法は授業分析に置く。筆者が養護学校（現特別支援学校）高等部の青年達に曲づくりを構想・実践
し、その記録をコミュニケーションの有り様（①誰から誰へ、②どのような意図で、③何を媒体として、④どのような形態で
働きかけた結果、⑤相手にどのような変化が生じたのか）という視点から分析した。その結果、曲づくりにおけるコミュニ
ケーションは、1.最初はばらばら→2.次に、教師を介在してイメージを仲間に伝える→3.更に、自立。青年同士で模倣中心
に合わせる→4.相互に合わせる→5.相互に繋ぐ、という過程で発展することが明らかになった。コミュニケーションの
成立条件としては、仲間の存在を意識する、仲間の音を聴く、自分のイメージを持つ、イメージを共有する、音や動きを媒体
に伝える方法を知る、イメージを合わせ・繋ぐ方法を知る、という6点が考えられた。
（別刷請求先：下出美智子）
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緒言
人とコミュニケーションを成立させることは、他者の
考え方や感じ方を知り、自己の感情や行動や経験を広げる
機会になるため重要な意味を持つ。では、知的障害のある
青年達のコミュニケーションはどのような状況にあるのだ
ろうか。彼らに自発的なコミュニケーションを期待するの
は難しく、この問題は自立に向けての重要な課題の一つと
なる。
そこで筆者は今から十数年前のことになるが、知的障害
を対象としたA養護学校高等部（現特別支援学校）の青年
達に「動きづくり」を実践し、コミュニケーションの状況に
ついて調べてみた。動きづくりとは既成の曲を聴いて特徴
や気分を感じ取り、身体を媒体に即興でまとまりのある
作品に仕上げていく活動である。この実践において、青年
同士のコミュニケーションが成立するまでには教師の役割
が重要であることが分かった。教師は仲間の存在を意識さ
せ、表現の基になるイメージを持たせ、そのイメージを
仲間に伝える方法を知らせてやると、そこから青年間の
コミュニケーションが起こってきた。青年達は仲間と一緒
に動く中で自分の意図を伝え、仲間とイメージを繋いでい
くようになったのである。　
では、音楽を媒体としたコミュニケーションについては
どうであろうか。音楽は動きより、伝え・伝えられる媒体
として扱いが容易で、また、言葉とは異なり直接感覚に
訴えることができるので、コミュニケーションが取りやす
いのではないだろうか。
このことを受けて本論の目的を、知的障害のある青年達
の曲づくりに見られるコミュニケーションの過程と成立条
件に置く。その場合、コミュニケーションとは「言葉や音
楽（音楽の構成要素）、音声、動作、表情、アイコンタクトを
媒介として行われる、感情や思考の交換」（下出 , 2001）と
定義する。
先行研究として、本間の「知的障害児の音楽づくりにお
けるコミュニケーションの変容」（2002）、石村の「音から始
まる―創造的音楽療法と表現―」（1998）等がある。前者は
知的障害のある高等部の生徒の音楽づくりを、コミュニ
ケーションに焦点をあてて分析している点で本論に近い。
しかし、扱われた題材や活動を発展させる方法が異なる。
また、教師の支援について充分な報告がなされていない。
後者は研究対象が小学部の子どもであること、また、仲間同
士のコミュニケーションではなく、教師と子ども1対1の
関わりの研究という点で異なる。その上で、本論は青年達
の曲づくりにおけるコミュニケーションの過程と成立条件
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を、曲づくりと言っても演じる活動等を交えながら、一貫し
た観察と分析によって描き出す点に独自性がある。
本論は人権に対して、1.研究対象となった人達について
は知的障害のある青年という言い方で表す、2.実践校の名
前は明らかにしない、3.個人の名前はすべて仮名とする、
4.個人のプロフィールはその人を理解する上で必要な範囲
にとどめる、という点で配慮する。
研究対象と方法
研究対象は前頁に記したA知的障害養護学校に在籍す
る、高等部1年生から3年生までの男女10名の青年達である。
障害の程度は重度知的障害2名、中度3名、軽度5名である。
研究方法は授業分析とする。資料として1999年5月から
7月まで、筆者自身が高等部で構想・実践した、「絵本『おじ
さんのかさ』に曲を作ろう」という曲づくりの授業記録を
扱う。曲づくりとは楽器を中心としてその使い方や組織の
仕方を試行錯誤しながら、即興で自分なりの発想を生かし
た、まとまりのある音楽作品に作りあげていく活動である。
グループで1つ作ることにした。その授業過程を2台の
録画機器で詳細に記録した。機器の扱いは教員と実習生で
行った。この記録を文章化し、コミュニケーションの過程
と成立という視点から分析する。
以下に具体的に記述する。
活動の概要
曲づくりの題材となった絵本『おじさんのかさ』（佐野 , 
1992）について、絵本では立派な傘を持った1人のおじさ
んを主人公として話しが展開されていく。絵本にはブルー
で縁取りされた絵や詩的なフレーズが散りばめられてい
て、見ても読んでも楽しめる。この絵本に曲を付ける活動
を1999年5月10日（第1時）から、5月17日（第2時）、5月
24日（第3時）、6月2日（第4時）、6月7日（第5時）、6月21
日（第6時）、6月28日（第7時）、7月12日（第8時）まで計8
回行った。
1回の活動時間は60分程度である。
第1時では、絵本の読み聞かせを行った後、全員で絵本
に出てくるフレーズ「あめが　ふったら　ポンポロロン」
等を口ずさみ、内容について話し合った。次にグループづ
くりを行った。全10名の青年達は自発的に、或いは教師の
支援で直江グループ6名と伸男グループ4名に分かれた。
そこで自由に音源を選択し音を鳴らした。
第2時から第6時までの前半20分は全員で活動した。
絵本を読む、フレーズを口ずさむ、絵本の気に入った場面
を選択する（その絵に曲を付ける）、雨の音を聞く等の活動
である。
後半40分は曲づくりである。先ずグループで練習し、
次に作った曲を発表し、その後1人ずつ自分が音で表した
ことを説明した。最後に鑑賞者の感想を聞いた。
第7時と第8時前半は演じる活動を導入した。雨の音を
鳴らす役（音）と「おじさん」役（動き）に分かれ、音と動き
でパフォーマンスを行うという内容である。
第8時後半は第6時までと同様、曲づくりを行った。
活動場所は音楽室である。
準備物として絵本『おじさんのかさ』、図形楽譜（絵本を
1枚ずつコピーしたもの）、楽器（簡易打楽器、オルフ楽器
等）を用意し、青年達が自由に使える場所に置いた。
授業は筆者が中心になり青年達の指導に養護学校の教諭
1名が付いた。
指導方法として、筆者は曲づくりが停滞している場合に
限り、青年達の行動を引き出すために「どんな場面を鳴ら
すの」とか、演奏後に「何をどんな風に鳴らしたの」等と
声を掛けたが、それ以外は青年達のやりたいようにさせ、
彼らの出してくる表現はすべて肯定的に受け入れた。
「こんな風に鳴らそう」等という表現に関する指示は一切
行わなかった。
対象のプロフィール
曲づくりでは、直江と伸夫（仮名）をリーダーとする2つ
のグループが生まれてきた。両グループとも仲間と行う曲
づくりを楽しみ、そこでコミュニケーションを成立させた
と判断できるが、紙面の都合上、直江グループを抽出して
見ていくことにする。
直江は高等部1年生で16歳、社会生活年齢は11歳程度、
意志交換は8歳程度、笑顔が印象的な落ち着いた青年で音
楽を得意とする。グループ仲間は美絵、誠二、妙子、梅男、
正の5名である。社会生活年齢は、美絵と誠二は8歳から
10歳程度、妙子は5歳程度、梅男と正は2歳から3歳程度で
ある。6名共に知的障害の他に目立った障害はない。
この数値は1999年5月に実施した新版S-M社会生活能
力検査による。
分析視点
曲づくりの活動全般を眺めると、コミュニケーションの
主体は、（1）主に教師と青年、（2）教師を介在してグループ
の青年同士、（3）グループの青年同士（1対1）、（4）グループ
の青年同士（複数）、（5）教師を介在して音グループと動き：
演じる、（6）音グループと動き：演じる、（7）リーダーを中心
にグループの青年同士（複数）、という7段階の可能性があ
る。この段階に即して活動の展開の特徴的な点を述べ、
そこでのコミュニケーションの有り様を、①誰から誰へ、
②どのような意図で、③何を媒体として、④どのような形
態で働きかけた結果、⑤相手にどのような変化が生じたの
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か、という視点から分析していく。この分析視点は下出
（2001）に基づく。その場合、前述のコミュニケーションの
定義により、相手を意識し伝えようとする意図を持って伝
達し、そこで互いに反応し合っている場面を、コミュニケー
ションを行っていると判断する。尚、青年達の発話はすべ
て音声として受け止め平仮名で記す。
結果
上記に記した7段階に沿って結果を述べる。
（1）主に教師と青年がコミュニケーションを成立させた場面
この場面は第1時の活動で見られた。教師は青年達に絵
本の読み聞かせを行い、その後、絵本に出てくる「あめが　
ふったら　ポンポロロン」等のフレーズを言わせたり、
「絵本には誰が出てきたの」と質問したりしている。青年
達は楽しそうにフレーズを口ずさみ、「おじさん」「かさ
もってた」等と応えている。
いよいよ曲づくりが始まる。教師は青年達に自由にグ
ループを組み、曲づくりの音源を選択するよう指示してい
る。直江は仲良しの美絵と妙子の3人で組み、木琴を選択
した。美絵は鉄琴、妙子はコンガを選択した。発表時、
教師が「始めてね」と指示すると妙子が、続いて直江と美絵
が鳴らし始めた。各自ばらばらに延々と鳴らしているの
で、教師が「おしまいにしてね」と言うと全員鳴らし止め
た。その後、教師が「何を鳴らしたの」と質問すると、直江
達は「あめのおと」「あめがふってる」と応えていた。
この段階のコミュニケーションは表1のように成立した
と言える。
ここでは、主に教師から青年達に言葉を媒体に働きかけ
ている。教師は絵本の中の詩のフレーズを呈示し、質問を
して曲づくりへの興味づけを行っている。また、一緒に
音を鳴らす場を設けてメンバー同士を関わらせ、質問に
よって自分が音を鳴らす行為にある意味を意識させてい
る。その結果、場を共有して、各自ばらばらではあるが一
緒に音を鳴らす曲が生まれていると考えられる。
（2） 教師を介在してグループの青年同士がコミュニケーション
を成立させた場面
この場面は第2時の活動で見られた。この回、誠二と梅男
と正が新たにグループに加わり6人組となった。教師が
梅男にスライドホイッスルを、正に擬音楽器を見せると受
け取った。誠二は自発的にコンガを選択した。曲づくりが
始まると教師は先ず「何を鳴らすの」と質問した。直江が
「かみなりさんがなって　あめふらして　あめやむ」と応え
たので、教師が「雷鳴るときはどうするの」と尋ねると、
直江は「わたしはあめふらす」と応えている。他のメン
バーの応答はない。発表時、直江がグリッサンドを1回鳴
らし「かみなりさんさき」と指示するが誰も応答しない。
そこで教師が「雷は誰がやるの」と質問すると、直江は
「せいじくん」と応えた。教師が誠二に「直江ちゃんが誠二
君に・（略）・」と伝えると、誠二は黙ってコンガを連打し始
めた。そこで直江は美絵を見て「あめあめ」と言いながら
言葉のリズムに合わせて木琴を等拍で打ち始めた。美絵は
直江のリズム模倣で鉄琴を鳴らしたが、障害の重い青年達
は何もせず座っているだけであった。
この段階のコミュニケーションは表2のように成立した
と言える。
主に教師が青年間に介在している。教師は言葉を使っ
て質問を行い、作りたい曲のイメージを持たせ、仲間の
存在を意識させようとしている。そこで直江は言葉と音を
媒体に自分の意図を伝えるようになっている。教師が介在
表1．主に教師と青年のコミュニケーション
誰から誰へ 意　図 媒体 形態 相手に生じた変化
教師から青年達へ 活動の興味づけ 言葉 呈示
質問
言葉で応答
言葉で応答
教師から青年達へ グル プー作り 
音源探し
言葉 指示 受け入れて3人組 
音源の選択
妙子→直江・美江が 
音で応答
教師から青年達へ 始まりを伝える 言葉 指示 音で受け入れる
教師から青年達へ 終止を伝える 言葉 指示 音で応答
教師から青年達へ 音を鳴らす行為の
意識化
言葉 質問 言葉で応答 
各自ばらばらの曲
表2．教師を介在してグル プーの青年同士のコミュニケーション
誰から誰へ 意　図 媒体 形態 相手に生じた変化
教師から梅男と正へ 楽器を鳴らそう 動作 呈示 2人は動作で受け入れる
教師から青年達へ イメー ジを持たせる 言葉 質問 直江がお話を作って応答
教師から直江へ イメー ジを持たせる 言葉 質問 直江はイメージを伝える
直江から仲間へ イメー ジを伝える 言葉、
音
呈示 メンバーの応答なし
教師から青年達へ 仲間の存在を意
識させる
言葉 質問 直江が誠二を指名
教師から誠二へ 直江の要求を伝え
る
言葉 呈示 誠二が音で受け入れる
直江から美絵へ イメー ジを伝える 視線、
音、 
言葉
呈示 リズム模倣で受け入れる
直江のイメージによる曲
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し、直江のメッセージを言葉で伝え直してやると誠二が
受け入れている。コミュニケーションの取り方が分かる
と、更に直江は視線と言葉と音を媒体に美絵にイメージを
伝えている。その結果、2人の間にリズム模倣によるコミュ
ニケーションが起こっていると言える。
（3） グループの青年同士（1対1）がコミュニケーションを
成立させた場面
教師はメンバーが互いに見えるように座らせている。
発表時、欠席が多く授業にほとんど出ていない妙子が来
て、突然、仲間をリードし始めた。手を上げて合図を送り
レインスティックを鳴らし始めた。直江が気付いて「あめ・
あめ・」と言いながら、言葉のリズムに合わせて等拍を打
ち始めた。この音を模倣するように仲良しの美絵が鉄琴
を、更に誠二がコンガを鳴らし始めた。仲間の音に刺激さ
れたのか、障害の重い梅男も身体を前後に揺らし始めた。
しばらく鳴らして、直江が誠二に視線で終止を伝えると
誠二が鳴らし止め、続いて美絵も止めた。最後に直江が
「おわり」と言うと妙子が、続いて梅男も止めた。ここでは
模倣中心の曲が生まれている。教師の質問に、直江と美絵
は「あめになったらぽっつんのおと」と応えるが、誠二
は「じしん（の音）」と異なるイメージで応答を行っていた
（第3時）。
教師は言葉や音だけでイメージを共有することは難しい
と考え、絵本の中から1枚か2枚の絵を選び、その絵に曲を
付けようと提案した。直江はすでにイメージ（ストーリー）
を持っていたので困惑していたが、妙子と美絵が「かさ」と
「あまやどり」という2枚の絵を選んできた。教師はその絵
を囲んで練習させた。発表時、妙子が「1、2の3」と合図を
出すと、直江が、続いて美絵が、次に誠二が鳴らし始めた。
しばらく鳴らして、妙子が突然、手を上げ終止を伝えるが
誰も鳴らし止めない。仕方なく妙子は誠二の身体に触れて
伝えると誠二が止めた。次に妙子は美絵に手を上げ終止を
伝えるが、美絵は止めない。結局、美絵は直江の模倣で、
雷（誠二）が鳴らし終えてから、しばらくして止めた。直江
は更に「ぽっつん　ぽっつん」と言いながら鳴らした。
教師の質問に誠二を含め直江達は「あめふってるとこ（鳴
らした）」等と、よく似たイメージを持って応答している
（第4時）。
この段階のコミュニケーションは表3のように成立した
と言える。
教師が介在せずとも青年同士の自発的な働き掛けが起
こっている。教師は視覚によって仲間の存在を意識させ、
イメージの共有を図ろうとしている。そのことで、ようや
く青年達には活動内容が理解出来るようになってきた。
仲間と一緒に行動したいという欲求も高まり、自分が伝え
たいものを意識するようにもなってきた。その結果、個々
の発達に応じた方法で、模倣中心のコミュニケーションが
起こっていると考えられる。自分のイメージを音や言葉で
伝えていく直江、直江の模倣で鳴らしていく美絵、仲間に
促され言われるままに音を混ぜていく誠二、仲間に加わり
たい欲求から音を鳴らしている妙子、仲間の行動を真似る
ように動作を混ぜていく梅男がいるのである。
（4） グループの青年同士（複数）がコミュニケーションを成立
させた場面
この場面は第5時と第6時で見られた。一緒に音を鳴ら
しているうちに、直江の「あめあめ・・」と言う等拍に、
美絵と妙子がリズムを合わせるようになった。終止では、
美絵がグリッサンドを1つ鳴らすと、直江も模倣でグリッ
サンドをずれて合わせた。
更にダイナミクスを合わせるようになってきた。鑑賞
者の弘が「はげしいとこつくって」と要求したので、教師
が直江達にメッセージを伝え直した。発表時、先ず誠二が
「おおきいあめ」をコンガのフォルテ（f　強く）で打ち始め
た。続いて直江と美絵もフォルテで「はげしいあめ」を
表3．グループの青年同士（1対1）のコミュニケーション
誰から誰へ 意　図 媒体 形態 相手に生じた変化
教師から青年へ 仲間を意識させる 言葉 指示 受け入れる
妙子から仲間へ 始まりを伝える 動作、
音
呈示 直江が言葉と音→美江
が音→誠二が音→梅男
が動作で受け入れる
直江から誠二へ 終止を伝える 視線 指示 誠二が音→美江が音で
受け入れる
直江から仲間へ 終止を伝える 言葉、
音
呈示 妙子、梅男が受け入れる
教師から青年へ 音を鳴らす行為の
意識化
イメー ジの共有
言葉 質問 直江、美絵はよく似た
イメージで、誠二は異な
るイメージで応答
教師から青年へ 絵に曲を付けよう 言葉 提案 妙子と美江が受け入れ
直江は困惑
妙子から仲間へ 始まりを伝える 言葉 呈示 直江→美江→誠二が受
け入れる
妙子から仲間へ 終止を伝える 動作 呈示 応答なし
妙子から誠二 終止を伝える 動作 呈示 誠二が音で応答
妙子から美絵へ 終止を伝える 動作 呈示 応答なし
誠二から仲間へ 終止を伝える 音 呈示 美江が音で応答→直江
が音で応答
教師から青年へ イメー ジの意識化 言葉 質問 よく似たイメージ 
模倣中心の曲
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曲づくりに見られるコミュニケーション
鳴らした。障害の重い梅男もこれらの音が生み出す動きに
共振したのか、スライドホイッスルをクレッシェンド
（cresc.　だんだん強く）で吹き始めたのである。
この段階のコミュニケーションは表4のように成立した
と言える。 
複数の青年による音を媒体とした「合わせる」コミュニ
ケーションが起こっている。一緒に鳴らしているうちに等
拍のリズムが揃うようになってきた。「はげしいとこ」と
言う言葉によって記憶が呼び覚まされイメージが起こる
と、ダイナミクスを合わせるようになっている。障害の重
い青年においても、仲間の音に共振して音を鳴らす同様の
コミュニケーションが起こっていると言える。
（5） 教師を介在して音グループと動きがコミュニケーション
を成立させた場面：演じる
この場面は第7時と第8時前半の活動で見られた。教師
はこの時期、雨の音を鳴らす音グループと、「おじさん」役
になってパフォーマンスを行う動きに分かれて演じようと
提案した。その後、「きのう雨が降ったね。どんな雨（だっ
た）」と質問している。直江が「おおきいあめ」と応えている。
更に教師は「誰が（音の）雨の中を歩くの」と質問すると、
友之が自発的に傘をさして歩き始めた。そこで教師が
「みんなで大雨降らせてね」と指示すると、音グループは打
楽器の連打や木琴のグリッサンドを鳴らした。
次に、美絵が自発的におじさん役になって演じた。「かみ
なりなっているとこ（鳴らして）」と依頼するので、教師が
明瞭な言葉で仲間に伝えると、直江が「かみなりします」と
応えてドラムを激しく鳴らした。康夫や幸太も直江に合わ
せるように木琴や鉦を激しく鳴らした。音の雨の中を美絵
が傘をすぼめて走っているので、教師が「おじさんが走っ
てる」と伝えると、直江は「おおきなあめ」と叫んで更に
激しくドラムを連打し、音グループの仲間も各自の楽器を
鳴らした。その激しい音に反応するように美絵は震えて
座り込み、傘のしずくを払った。教師がその動きの様子を
仲間に伝えると、弘がおもちゃの葉っぱをぴーぴー吹いて
「みずしぶきはらうおと」を鳴らした。・（略）・。その後も
雷が止んで雨が降っている等の即興が続いた。青年達は
想像を巡らせ、イメージを音（ダイナミクスや音色等）や動
き（怖ろしい等）に反映させて、表情のあるパフォーマンス
を生み出していったのである。
この段階のコミュニケーションは表5のように成立した
と考えられる。
この段階では音と動きという他媒体や、音同士のコミュ
ニケーションが起こっている。音と動きについては、教師
が動きのメッセージを言葉を使って示し直している。
また、音同士では、青年達自身が互いにダイナミクスを
合わせたり、イメージを膨らませたりして音を繋いで鳴ら
している。その結果、音と動きに加えて言葉で補いながら
イメージを繋いでいくパフォーマンスが生まれていると
考えられる。尚、教師の役割は雨の記憶を呼び覚まし
イメージを形成させ、音と動きで1つの場を構成している
ことに気づかせ、そこで演じる方法を知らせることにある
と言える。
（6） 音グループと動きがコミュニケーションを成立させた
場面：演じる
この場面は第8時前半の活動で見られた。教師が介在せ
ずリーダーを中心に活動を進めている。伸男が「じゃじゃ
ぶりのあめ」と言ってレインスティックを激しく鳴らす
と、直江も「おおきいあめふりました」と言って木琴をフォ
ルテで連打している。音グループのメンバーも一緒に
各自の楽器を鳴らしている。おじさん役の美絵と守男が
音の雨の中を楽しそうに歩いている。しばらくして直江
が「かみなりなりました」と言って更に激しく鳴らすと、
表4．グループの青年同士（複数）のコミュニケーション
誰から誰へ 意　図 媒体 形態 相手に生じた変化
直江から仲間へ リズムを伝える 音 呈示 美江と妙子がリズムを合
わせる
美絵から仲間へ 終止を伝える 音 呈示 直江がリズム模倣で受け
入れる
弘から直江達へ イメー ジを伝える 言葉 要求 教師が直江達に伝える→
誠二が音で→直江と美絵
が音で→梅男が音で受け
入れる
リズム・ダイナミクスを合
わせる曲
表5．教師を介在して音グループと動きのコミュニケーション
誰から誰へ 意　図 媒体 形態 相手に生じた変化
教師から青年達へ 記憶を呼び覚ます 言葉 質問 直江が言葉で応答
教師から青年達へ 演じ方を知らせる 言葉 質問 友之が動作で応答
教師から青年達へ 演じ方を知らせる 言葉 依頼 音で応答
美江から音グルー
プへ
イメージを伝える 言葉 依頼 教師が伝える→直江が
言葉で応答
美絵から仲間へ イメージを伝える 動作 呈示 音メンバーが合わせる
→美江が動作で応答→
教師が伝える→弘が応答
→音グループが鳴らす
言葉・動き・音による筋書
きのあるパフォーマンス
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音グループの仲間も床を激しく打ち鳴らした。おじさん
役は小走りで逃げ・（中略）・・更に直江は「はれてきて」と
言って弱音で鳴らした。障害の重い梅男も一緒にスライ
ドホイッスルをひゅーひゅーとフォルテで吹いていた。
演技終了後、直江達は「たのしかった」「おもしろかった」
と感想を述べている。
この段階のコミュニケーションは表6のように成立した
と考えられる。 
この段階では青年間で、音同士や音と動き（他媒体）によ
るコミュニケーションが起こっている。リーダーが中心に
なって言葉と音を媒体にイメージを伝えると、青年達は
音や動作で応答している。そこに、音と動きのイメージが
繋がって筋書きのあるパフォーマンスが生まれている。
音については曲の構成要素（特に強弱）に対応した音、動き
についても楽しい、怖ろしい、という表情のある動きが
生まれている。このコミュニケーションの成立に、演じる
方法、つまり、イメージを繋いでいく方法を知ったことや、
想像を膨らませ仲間と関わっていく楽しさに気づいたこと
が大きく働いたと考えられる。
（7） リーダーを中心にグループの青年同士（複数）がコミュニ
ケーションを成立させた場面
この場面は第8時後半の活動で見られた。演じる活動を
経て、再びグループの曲づくりが始まった。教師が「何を
鳴らすの」と質問すると、直江は「あめでおおきくしてから
　ちいさいあめして　やんだらぽっつんのおと」と応えて
いる。教師が「それでいい？」とメンバーに尋ねると美絵
と誠二が頷いた。教師は「雷さんは誰がするの」と質問する
と、直江と美絵が「せいじくんおねがいします」と応える。
教師が誠二に伝えると、誠二はコンガを準備した。直江が
「かみなりさんさき」と言うと誠二が激しくコンガを連打し
た。続いて直江と美絵もフォルテの連打を、梅男もスライ
ドホイッスルを吹いた。しばらく鳴らして誠二が弱音に
切り替えると、美江と直江も弱音に変化させて鳴らした。
しばらくして直江が「かみなりさんちいさく」と言うと、
誠二は更にマレットの柄を使って音色を変え弱く鳴らした。
美絵は弱音の連打を鳴らしていたが、直江もその連打に合
わせた。更に直江が「ちいさく」と言うと美江が弱音に変
化させ、そこで直江が「かみなりさんおしまい」と言うと誠
二が止めた。直江が美絵を見て「あめおわったらぽっつん
のおと」と囁くと、美江はグリッサンドを1つ鳴らして止め
た。直江が「ぽっつんぽっつん・・（略）・」と、言葉のリズム
に合わせて鳴らすと、美江も模倣して2人で静かに鳴らし
た。その結果、ストーリーを作りそれに沿ってイメージを
曲の構成要素（ダイナミクス。音色。速度）に対応させた曲
が生まれている。
この段階のコミュニケーションは表7のように成立した
と考えられる。 
先ずは、教師が曲のイメージと各自の役割について確認
させている。その上でリーダ－を中心に協同で曲づくりが
展開されていく。青年達は言葉を媒体に筋書きを共有し、
役を受け持ち、リーダーの先導で鳴らしていくのである。
そこに、イメージを構成要素（ダイナミクス。リズム。形式）
に対応させたストーリー性のある曲が生まれてきている。
ここでは、曲の作り方に気づかせる教師の役割や、仲間を
先導するリーダーの存在が重要な役割を果たしたと言え
る。また、演じる活動がイメージを繋ぐ方法を知る上で、
そして、言葉が仲間のイメージを繋ぐ上で有効に働いたと
考えられる。
表6．音グループと動きのコミュニケーション
誰から誰へ 意　図 媒体 形態 相手に生じた変化
伸男から仲間へ イメージを伝える 音・
言葉
呈示 直江が音と言葉で、音
グル プーが音で、美絵と
守男が動作で応答
直江が仲間へ イメージを伝える 音・
言葉
呈示 音グル プーが音で応答
→美絵と守男が動作で
応答→中略→直江が言
葉と音で応答→梅男が
音で応答
表7．リーダーを中心にグループの青年同士（複数）のコミュ
ニケーション
誰から誰へ 意　図 媒体 形態 相手に生じた変化
教師から青年達へ イメー ジを持たせる 言葉 質問 直江がお話を作って応答
教師から青年達へ イメージの共有 言葉 尋ねる 美絵と誠二が動作で応答
教師から青年達へ 役割分担する 言葉 質問 直江と美絵が言葉で応答
教師から誠二へ 仲間の意図を伝
える
言葉 確認 誠二が動作で受け入れる
直江から誠二へ イメージを伝える 言葉 指示 誠二が音で応答→直江・
美絵も音で応答→梅男
が音で応答
誠二から仲間へ イメージを知らせる 音 呈示 直江と美絵が音で応答
直江から誠二へ イメージを知らせる 言葉 指示 誠二が音で受け入れる
→直江と美絵も音で応答
直江から美江に イメージを伝える 言葉 指示 美絵が音で応答
直江から誠二へ イメージを伝える 言葉 指示 誠二が音で受け入れる
直江から美江へ イメージを伝える 言葉 指示 美絵が音で受け入れる
直江から仲間へ イメージを伝える 言葉、
音
呈示 美絵がリズム模倣で応答
イメージを繋いだ表情の
ある曲
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曲づくりに見られるコミュニケーション
考察
分析結果より、曲づくりに見られるコミュニケーション
の過程は、1.最初はばらばら、2.次に教師を介在してイメー
ジ等を伝える、3.更に自立して青年同士で模倣中心に合わ
せる、4.相互に合わせる、5.相互に繋ぐというプロセスで
あった。
そして、このコミュニケーションが成立するためには、
仲間の存在を意識する、仲間の音に耳を傾ける、自分の
イメージを持つ、仲間とイメージを共有する、音や動きを
媒体に伝える方法を知る、イメージを合わせ・繋ぐ方法を
知る、という6点が重要であることが明らかになった。
以上、結果に基づいて具体的に説明する。
（1）段階では、教師から青年達に働きかけている。教師の
役割は曲づくりに関心を持たせる、仲間の存在に気付かせ
る、自分が音を鳴らす意味を意識させることにある。そこ
に仲間と場だけを共有して、各自、気の向くまま、ばらばら
に音を鳴らす曲が生まれている。
（2）段階では、青年間に教師が介在している。教師の役割
は曲のイメージを形成させる、仲間の存在を意識させる、
仲間のメッセージを示し直して伝えることにある。その結
果、青年達は教師を介して、自分のイメージを言葉や音で
伝えようとしている。また、仲良し同士では模倣で鳴らし
ている。
（3）段階では、教師は更に視覚を通して仲間の存在を
知らせ、絵という具体物を持ってイメージの共有を図って
いる。そのことによって、青年達はようやく活動内容が
理解できるようになった。また、一緒に作ろうという意欲
も湧き、自分が伝えたいことも意識するようになった。
その結果、教師から自立して、青年同士のコミュニケー
ションが個々の発達に応じた方法で起こっている。そこ
に、模倣を中心とした（よく似たイメージを持つ。始まり
と終止を揃える。仲間の音に動きで共振する）曲が生まれ
ている。
（4）段階では、模倣していたものが音（リズムやダイナミ
クス）を「合わせ」て作るようになっている。イメージを
共有し言葉のリズムに合わせて打楽器を打つとリズムが、
言葉を媒体にイメージを伝えると記憶が想起されダイナミ
クスが揃うようになっている。重度障害の青年も仲間の音
に共振しダイナミクスを合わせて鳴らしている。つまり、
音を媒体とした「合わせる」コミュニケーションが起こって
いる。
（5）段階では、新たに「演じる」活動が導入されると、
教師の介在で音グループと動きや、音同士の活発なコミュ
ニケーションが起こっている。「演じる」とはグループ内
で役割分担してイメージを「繋いでいく」活動なので協同
も起こりやすい。また、活動のテーマは自然現象と人間と
の関わりを扱った内容なので、経験に基づいて想像も広げ
やすい。イメージを繋いでいく面白さや演じる楽しさもあ
る。その結果、言葉・動き・音によるストーリー性のある
パフォーマンスが生まれている。
（6）段階では、演じ方が分かると青年同士でイメージを
繋いで、音と動きを媒体にコミュニケーションを行うよう
になっている。イメージを包含しているので、曲の構成要
素（ダイナミクス、音色）に対応した音や、表情（楽しそう。
恐そう）のある動きが生まれている。
（7）段階では、音による曲づくりにおいても「合わせる」
コミュニケーションからイメージを「繋ぐ」コミュニケー
ションへ発展していく。青年達は今ある材料を寄せ集めて
ストーリーを作り、役割分担し、リーダーの先導でストー
リーに沿って音を繋いでいった。ここでは音に言葉が入る
ことで仲間の協同が確実なものになっている。
つまり、曲づくりは最初、ばらばらであるが、教師が仲間
の存在を意識させ、伝えたいイメージを持たせると、教師
を介在して仲間にイメージを伝えるようになる。更に教師
が視覚や具体的共有物を示して活動を促すと、青年達は
やっと活動内容が理解できるようになり教師から自立す
る。そこから青年個々の発達に応じた方法でのコミュニ
ケーションが起こってくる。最初は模倣としてのコミュニ
ケーションが中心であるが、一緒に鳴らしているうちに、
リズムやダイナミクスを合わせるコミュニケーションが、
更に演じる活動を通してイメージを繋ぐ方法を知ると、
音でイメージを繋ぐコミュニケーションが生まれてきたの
である。
結論
今回、本実践を資料として扱うことについて、実践年代
が古いように思われ躊躇したが問題はないと結論づけた。
「曲づくり」という活動自体、当時としては斬新で、我が国
で始めて「音楽づくり」という言葉が使われたのは、2008年
の音楽科学習指導要領においてである。また、現在、アク
ティブ・ラーニングの重要性が言われているが、「曲づくり」
は正に文部科学省が言う「学習者の能動的な学修への参加
を取り入れた教授・学習法」（2018）で、発見学習、問題解決
学習、体験学習を含み、教室内でのグループ・ディスカッ
ション、グループワーク等の方法によって行われる活動だ
からである。
そして、曲づくりを実践するにあたっては、知的障害の
ある青年達にグループで1つの音楽作品を作りなさいと
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言っても、戸惑うばかりだと予想されたが、実際には何の
飾り気もなくありのままの自分を出して、素朴ではあるが
エネルギッシュな作品を協同で生み出してきた。
このような表現を引き出すために、最初は教師の支援が
重要であることは考察で述べた通りである。青年達が教師
から自立すると、そこから青年同士の音や動きを媒体とす
る模倣中心のコミュニケーションが起こってきた。模倣は
イメージを共有する方法として働いている。そこで一緒に
鳴らしているうちに音（リズムとダイナミクス）を合わせる
ようになってきた。音は言葉がなくても直接、感覚に訴え
ることができる媒体なので、コミュニケーションの手段と
して有効であったと言える。更に、繋ぐコミュニケーショ
ンへと発展していくのであるが、ここでは「演じる」活動が
重要な役割を果たした。演じること自体が役割分担して
音や動きや言葉を媒体にイメージを繋ぎ、協同で作品を作
りあげる活動だからである。また、青年達は即興で演じる
中で「じゃじゃぶりのあめ」「おおきなあめ」等とストーリー
を生み出していった。ここでの言葉は記憶を呼び覚まし、
想像を広げ、イメージを繋ぐことに貢献している。また、
現れてきた音や動きはイメージを包含していたので、曲の
構成要素（ダイナミクスや音色等）や表情のある動きになっ
ていた。この演じる経験が最終的に曲づくりに生かされ、
その結果、仲間のイメージを寄せ集めたストーリー性のあ
る曲が生み出されてきたのである。
以上、グループによる曲づくりにおいて、青年達が確実
に繋がるためには言葉が重要な役割を果たすことや、
コミュニケーションを広げていくために、ストーリーの誕
生が大きな意味を持つことが分かった。
今回は主に障害の軽度な青年に焦点をあて、重度の青年
については詳しくは記されなかった。今後の課題として
重度・中度障害の青年のコミュニケーションについて検証
したい。
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Formation of Communication in Music-Making by Youths with Intellectual Disabilities 
― Through an Analysis of the Class “Let’s make Music to Picture Book” ―
Michiko SHIMODE
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Abstract : The purpose of this study is to clarify the development process and conditions to form communication between 
youths in music-making. For this purpose, a teacher at a senior high school for intellectually disabled youths implemented 
and planned a music making lesson for groups of 4 or 5 youths. I analyzed the following points: 1. Who worked with 
whom? 2. What were their objectives? 3. Through which media did they use? 4. How did he/she work with the others? 
5. How did the other member’s reaction to change? Their communication developed from no communication at first to 
communication via the teacher. Then they independently imitated other youths. Next, they matched rhythms and dynamics 
with each other and finally, combined their image together into a story. The research led to the findings on how to form 
communication. Youths could recognize a community, listen to the musical sound, make their own musical image, share 
their musical image, express their image through sound and movement. The most important finding was that youths could 
join their image into a story.
（Reprint request should be sent to Michiko Shimode）
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